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要　　　　旨

　島根県浜田市弥栄自治区内に生育するコナラの有効活用を図ることにより，資源を活かした生業づくりに

繋げることを目的として，弥栄自治区におけるコナラの蓄積量やその活用方法について，これまでの研究成

果を基に検討した。その結果，弥栄自治区内には豊富なコナラ資源が存すること，コナラ材の外観や乾燥並

びに強度性能等の基礎的な特性を踏まえて行ったフローリングおよび合板の試作と性能評価から，いずれも

実用に供することが可能であると判断された。 
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Ⅰ　はじめに

　島根県浜田市弥栄自治区の総土地面積は10,550ha１）

であり，このうち森林の占める面積が8,417ha１）となっ

ており，森林の占める割合は80％という典型的な中山

間地域である。この森林に占める民有林広葉樹面積は

5,144ha１）であり，広葉樹資源が豊富な地域である。こ

のような広葉樹資源はコナラを主体としており，昭和20

年代までは薪炭材，器具材，家具材などに利用されてい

たが，その後の燃料革命により薪炭材としての需要は激

減して，建築用材には利用できない低質材として取り扱

われるようになった２，３）。弥栄自治区においても，直径

20cm程度まではシイタケ原木に利用されているが，それ

以上の中～大径木は製紙会社向けのチップ用材として利

用されるに止まっている２）。そこで，弥栄自治区に蓄積

量の多いコナラ材を有効活用し，資源を活かした生業づ

くりに繋げることを目的として，これまでの研究成果４）

に基づいて，コナラ材の基礎的な特性や用途を検討した

ので報告する。

Ⅱ　弥栄自治区のコナラの蓄積量と特性

１．コナラの蓄積量

　弥栄自治区の民有林広葉樹蓄積は610,831㎥ １）であ

り，このうち，34.7％ 1)を占める211,958㎥がコナラで

あり，広葉樹の中では最も主要な樹種と言える（図１）。

コナラはこの地方の方言で，「ホーソ」または「マキ」５）

と呼ばれ，自治区住民にとって最も身近な樹種の一つで

ある。

＊現愛媛大学農学部

図1　弥栄自治区内の広葉樹樹種別蓄積割合
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２．ナラ類の集団枯死による被害

　近年，特に本州日本海側を中心にコナラやミズナラな

どの集団的枯損被害（ブナ科樹木萎凋病）が拡大してお

り６），弥栄自治区内の被害も深刻な状況となっている。

このナラ枯れはカシノナガキクイムシが媒介するナラ菌

によって，樹幹内全体で通水阻害が生じて枝葉を付けた

まま枯死するものである。被害は大径木老齢樹に多いと

言われており，この被害を防除することが現在の重要な

課題であり，そのためにもコナラ材を積極的に利用する

ことが必要である４）。

３．コナラ材の外観特性

　コナラ丸太は，材長２ｍ程に造材されてチップ工場に

集積される４）。そこで，県西部を含む県内３箇所のチッ

プ工場からコナラ丸太を入手して，その外観特性を調査

した。調査結果を表１に示した。なお，入手した丸太は

１～２番玉である（写真１）。樹齢は48～58年，末口径

は24～26cmが平均的な値であった。その他，細り度，真

円率，曲り，心材率，末口年輪幅，偏心率を調査したと

ころ，産地による著しい差異は無いことが明らかになっ

た。

　また，この丸太を「素材の日本農林規格」７）に基づ

いて品等区分を行った結果（図２），いずれの産地にお

いても１～２等材が80％前後を占めており，１～２番玉

の８割程度は用材として利用できることが確認された。

４．コナラ材の乾燥特性

　コナラ丸太の含水率を測定したところ，辺材や心材な

どの部位による差異は少なく，60～100％の範囲であっ

た８）。こうした丸太を厚さ25mmの板材に製材し，生材か

ら含水率10％まで，蒸気式木材乾燥機を使用して表２の

乾燥スケジュールにより人工乾燥を行ったところ，乾燥

期間は12日間であり，広葉樹の中でも乾燥時間が長く掛

かる樹種であることを確認した９）。このコナラ板材の乾

燥スケジュールを弥栄自治区内の木材加工事業所に技術

移転を行った。この事業所では，コナラ板材の木口割れ

や狂いを極力抑えるために，桟積み上部にコンクリート

製の重しを乗せ，歩止まりの向上に努めている（写真２）。

表１　島根県産コナラ丸太の産地別外観特性

図２　素材の日本農林規格に基づく品等区分結果
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５．コナラ材の材質特性と強度性能

　コナラ材の基礎的な材質特性と強度性能を把握するた

め，日本工業規格　JIS Ｚ 2101-1994「木材の試験方法」

に準じて無欠点小試験体による曲げと圧縮試験を行った10）。

ここで無欠点小試験体とは，節や目切れのない小サイズ

の試験体である。試験結果を表３に示した。なお，アカ

マツとミズナラの数値は文献値11）であり，比較のため

に掲示した。コナラ材の気乾密度は0.83g/㎤と高く，曲

げ強度も古くから弥栄自治区内の木造住宅の梁材として

使用されてきたアカマツと比較しても1.5倍の性能を示

した。コナラは高い曲げ性能や縦圧縮性能を有している

ことを確認した。

Ⅲ　コナラ材の用途開発

１．フローリング

　コナラをフローリング材として利用するため，長さ

60cmの短尺板目板の無垢フローリングを試作し，室内に

敷設して形質変化を測定した。敷設したフローリングの

１年間の含水率変化を図３に示した。１月23日に敷設し

た際の含水率は12.7％であり，春季に向かって含水率は

表２　コナラ板材の人工乾燥スケジュール

表３　コナラ材の材質特性と強度性能

図３　試作したコナラフローリングの含水率変化
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低下し，梅雨時期に向かって上昇し，夏季は高いままで

推移し，秋季から冬季に向かって低下する傾向を示した。

しかし，その間の含水率範囲は12～13％であり，生じた

寸法変化もフローリング板間の隙間が最大で0.53mm，板

幅方向の反りが最大で0.30mmであった。実用上，支障の

ない範囲であると判断された。

　この試験結果に基づき，弥栄自治区内の木材加工事業

所がコナラフローリングの商品化に取り組んだ。商品名

は「短尺どんぐりフローリング」であり（写真３），まず，

最初に弥栄自治区内の保育所に施工された。その後，浜

田市内の店舗や個人住宅にも施工され，現在，県西部の

町役場支所にも施工されたところである。平成22年10月

１日に「公共建築物等における木材の利用の促進に関す

る法律（平成22年法律第36号）」が施行され，今後は国

や地方公共団体が整備する庁舎や学校等の公共施設の内

装材も木質化が進められることから，地域資源を活かし

たコナラフローリングの需要の増加も十分期待されると

ころである。

２．合板

　コナラ材を合板利用するため，コナラとスギを複合さ

せた合板の製造試験を行った８）。合板の製造にあたって，

浜田市治和町にある合板工場にコナラ丸太を持ち込み，

合板工場に備え付けのロータリーレースにより大根のか

つら剥きを行うようにコナラ丸太を切削した（図４）。

ロータリーレースの刃先角23度の条件で，高速且つ良好

な単板切削ができることを確認した。次に，この生単板

を単板用乾燥装置であるロールドライヤーにより人工乾

燥を行った。ロールドライヤーの送り速度は1.8ｍ/分，

乾燥温度160～180℃の条件で，合板製造に適した単板含

水率10％以下に仕上げることができた。

　乾燥したコナラ単板を用いて，コナラ－スギ複合合板

（厚さ12mm×幅910mm×長さ1,820mm）を製造した。合板

の単板構成は図５のとおりである。製造した合板を「構

造用合板の日本農林規格」12）に準じて曲げ試験に供した。

その結果，曲げ弾性率の平均値は8.8kN/㎟で，製造した

複合合板の全数が住宅の床・壁・屋根下地材として使用

する構造用合板のJAS２級基準値4.0kN/㎟を満たすこと

ができた（図６）。こうした試験結果を踏まえ，合板工

場ではコナラ－スギ複合合板の商品化に向けた試作と性

能確認が行われている段階である（写真４）。

図６　製造したコナラ－スギ複合合板の曲げ弾性率分布

図４　ロータリーレースによるコナラ丸太の切削模式図 図５　製造したコナラ－スギ複合合板の単板構成
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Ⅳ　弥栄自治区におけるコナラ材活用に向けた

今後の展開

　弥栄自治区内に生育するコナラの有効活用を図ること

により，資源を活かした生業づくりに繋げることを目的

として，弥栄自治区におけるコナラの蓄積量やその活用

方法について，これまでの研究成果を基に検討した。そ

の結果，弥栄自治区内には豊富なコナラ資源が存するこ

と，自治区住民にとっても身近な樹種であること，ナラ

枯れ被害の拡大に晒され，早急に利用に向けた取り組み

を進める必要があることが明らかになった。そして，コ

ナラ材の外観や乾燥並びに強度性能等の基礎的な特性を

踏まえ，フローリングおよび合板の試作と性能評価を

行ったところ，いずれも実用に供することが可能である

と判断された。フローリングについては，弥栄自治区内

の木材加工事業所が「短尺どんぐりフローリング」とし

て商品化し，需要の広がりが期待されている。また，コ

ナラを利用した合板についても，浜田市内の合板工場が

実用化に向けた性能確認等を進めており，商品化が期待

できる状況にある。

　今後は，コナラ材利用に向けた地元住民の合意形成を

図り，ナラ枯れする前に伐採し，有効に活用していく方

策を検討する必要がある。コナラの伐出業や弥栄自治区

内でのフローリング加工業が生業として成立することの

検証や森林所有者への適正な支払額の検討も行う必要が

ある。また，公共・民間施設や住宅建設に際しては，輸

入木材を加工したフローリングや合板が多用されている

のが実状であり，ウッドマイレージを下げていく観点か

らも，これらの製品にコナラ等の地域資源を活用してい

くことにより，脱温暖化に繋がるシナリオの一つに位置

づけることが可能と考えられる。
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写真１　外観特性調査に用いたコナラ丸太の一例 写真２　弥栄自治区内の木材加工事業所に

　　おけるコナラ板材の人工乾燥

写真３　弥栄自治区内の木材加工事業所が

　　　商品化したコナラフローリング

写真４　県内合板メーカーが試作したコナラ－スギ複合合板（左：構造用、右：型枠用）


